
地
域
の
医
療
機
関
と
良
好
に
連
携
し
、
最
新
・
最
適
な
治
療
を
提
供

信
頼
さ
れ
る
病
院
を
め
ざ
し
て
い
ま
す

　

肺
炎
、
肺
が
ん
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
、
間
質

性
肺
炎
な
ど
、
呼
吸
器
疾
患
は
高
齢
化

の
進
展
で
顕
著
な
増
加
が
予
想
さ
れ
て

い
ま
す
。
実
際
、
咳
や
痰
、
息
切
れ
と

い
っ
た
症
状
で
受
診
す
る
患
者
さ
ん
が

増
え
て
い
ま
す
。
呼
吸
器
疾
患
は
急
性

期
か
ら
慢
性
期
ま
で
多
岐
に
わ
た
り
、

主
訴
も
多
様
な
た
め
、
正
し
い
診
断
と

治
療
に
は
専
門
性
に
加
え
て
、
幅
広
い

内
科
的
知
見
が
必
須
で
す
。
特
に
持
病

が
あ
る
場
合
、
他
の
診
療
科
と
の
連
携

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
需
要
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
国
内
の
呼
吸
器
内
科

の
医
師
は
不
足
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
そ
の
た
め
、
当
院
は
幅
広
い
疾
患

に
対
応
で
き
る
呼
吸
器
内
科
の
構
築
に

努
め
て
い
ま
す
。
実
際
、
現
在
は
7
名

の
呼
吸
器
内
科
専
門
の
医
師
が
在
籍

し
、
外
来
、
入
院
、
救
急
診
療
に
毎
日

奔
走
し
て
い
ま
す
。
心
あ
る
医
師
が
育

つ
よ
う
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

今
後
も
増
員
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
判

第二呼吸器内科部長

安部 光洋
Abe Mitsuhiro

医師

河野 励哉
Kono Reiya

医師

土橋 考介
Dobashi Kosuke 医師

鈴木 友里
Suzuki Yuri呼吸器内科副部長

竹下 友一郎
Takeshita Yuichiro

診療管理部長／
第一呼吸器内科部長

寺田 二郎
Terada Jiro

医師

勝山 恵太
Katsuyama Keita

呼
吸
器
内
科

診療科の紹介8
医師からのメッセージ

医療機関専用

総合力と専門性を併せ持つ医師が多数在籍し、柔軟な院内連携で合併症のリスク
が高い方を含めてオールラウンドに対応します。気管支喘息から肺炎、肺がん、
間質性肺炎、難治性の咳まで、気軽にご相談ください。

▲呼吸器内科の詳細はこちら

断
に
悩
む
症
例
や
、
緊
急
性
の
高
い
症

状
、
一
般
的
な
治
療
を
し
て
も
改
善
の

な
い
呼
吸
器
疾
患
が
疑
わ
れ
る
方
は
、

早
め
に
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
受
診
は
予

約
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
が
、
差
し

迫
っ
た
患
者
さ
ん
は
当
日
予
約
な
し
で

も
受
診
可
能
で
す（
診
療
受
付
は
11
時

ま
で
）。
診
察
後
は
、
検
査
結
果
、
治
療

方
針
、
予
測
さ
れ
る
経
過
な
ど
を
、
ご

紹
介
元
の
先
生
に
速
や
か
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

ま
た
当
科
は
呼
吸
器
外
科
と
合
同

で
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
医
療
機
関

の
皆
さ
ん
と
検
診
胸
部
画
像
読
影
検
討

会
を
定
期
的
に
行
う
な
ど
地
域
医
療
連

携
の
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
周
辺
の
地
域
中
核
医
療
施
設
と
は
、

研
究
会
を
通
じ
て
常
に
情
報
交
換
を

行
っ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
最
適
な
治
療
を
安
心
し

て
受
け
ら
れ
る
、
信
頼
さ
れ
る
病
院
を

め
ざ
し
、努
め
て
ま
い
り
ま
す
。



最新医療機器導入により
診断精度が向上

地域から信頼される
安定した診療体制を構築
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肺がんや間質性肺炎を正しく診断
するには、病変から適切な組織を
採取して顕微鏡で検査する必要が
あります。気管支鏡下では通常、
鉗子を用いて組織を採取していま
すが、採取できる組織が小さく、
診断が難しい場合がしばしばあり
ます。令和6年に当科が導入した
「エルベCRYO 2」は、採取する組
織を凍結させて挫滅の少ない組
織を採取する「クライオバイオプ
シー」を行う冷凍手術ユニットで
す。鉗子よりも大きく組織を採取
できるだけでなく、採取時の損傷
も少ないため、より正確な診断が
可能になりました。

当科は令和4年の診療再開以来、
一般一次医療から高度三次医療ま
で対応できる診療体制構築を心が
けてきました。毎朝実施している
カンファレンスでは、全症例の検
討を行い、全員で知見の共有とス
キルアップに努めています。疾患
を複数お持ちの方が地域で安心し
て治療を受けられるようにするに
は、総合的な診療体制がある当院
のような存在が大切と感じていま
す。地域を支える呼吸器内科とし
て、地域の医療機関の皆さんと並
走できるよう、スタッフの勤務環
境を整備し、中長期的な視点で安
定した診療を行ってまいります。

間質性肺炎や肺がんの
早期診断・治療に貢献

常に医学情報を更新し
地域で最適医療を提供

肺がん診療の進歩は目覚ましく、劇
的な効果がある薬剤が使用できる
ようになることも珍しくありませ
ん。当科では、「成田地域で最善の
肺がん治療を完結する」ことをモッ
トーに、最新の医学情報を常に更新
し、速やかな提供を心がけていま
す。国が承認し、専門病院で使用可
能な薬剤は当院でも確実に使用で
きる環境を整えていますので、安心
してご紹介ください。診療において
は、呼吸器外科をはじめ放射線科や
腫瘍内科など各科連携して集学的
治療を行っているほか、合併症リス
クがある方も、病状に合わせて他科
と協力して治療を行っています。

診療科間の密な連携で
より細やかな治療が可能

勤務環境や体制強化に注力し
地域の砦となる病院をめざす

▲新ユニットのシミュレーションの様子 ▲カンファレンスを積極的に実施し治療の質の向上に尽力

患者さんの
ご紹介に
ついて

●初診患者さんの受診は、診療科により受診日が異なります。
　 ご紹介については、当院ホームページ内「医療関係者の方へ」のページをご参照ください。

● 内科、外科、眼科、呼吸器外科、産婦人科、小児科、脳神経外科、脳神経内科、泌尿器科、心臓
血管外科、放射線科、歯科口腔外科につきましては、日時の予約をお取りすることができます。

　 詳しくは、左記QRコードより「FAX診療申込みの推進について」をご覧ください。


